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【目　的 】　 MR は密度分解能が高 い た め ，撮 像パ ラ メ ー
タ を選 択す る こ と に よ り， 膝関節 を構成す る半月

板 ，靭帯，骨 （骨髄 ）な ど の 同時描 出 が 可能で あ る 。 こ の 画 像デ
ー

タ を用 い 三 次元画像処理 装 置 を 使用 し，
ボ リ ュ

ーム レ ン ダ リン グ法 に よ る膝関 節構造 の 三次元表示 を試 みた 。

【方　法 ］　 1撮 像条件の決定　三 次元画像処 理 に 適 した撮 像条件 を 3 名の ボ ラ ン テ ィ ア に よ り求め た 。 以

下 の 8 項 目 の 異な る シ
ー

ケ ン ス の 矢状 断面撮像 を行 い ， 6 カ 所 （半月 板，前十字靭帯，後十字靭帯 ， 骨 ， 筋

肉，脂肪 ）の ROIを測定後グ ラ フ に 表示 し，抽 出部位 と そ の 周 辺 との 信号差 を検討 す る と と も に 画質 （SN，空
間 分解能 ）を視覚 的評憊 し，撮像条件 を決定 し た 。 　 （a）SE　 TIWI（500 ／9）、 （b）SE　TIWI／FatSAT（500／14）、
（c ）　SE　T2WI（1800／80）、　（d）　GRASS　T2＊（500／10／50

°
　）　丶　（e ）　SE　PDI（1800／20）　、　（f）　FSE　PDI（3500／15　ET：

8）　、　　（g）　3DSPGR（52／9／40
°
　）　、　　（e）　efgre3d （9／4 ．2／30D　）、　　（a ）〜（f）：FOV　16× 16cm ，Matrix　256× 192 ，

ス ラ イ ス 厚み 3mm ，ス ラ イ ス ギ ャ ッ プ 1．5m皿 ，Extermity　CoiL （g）， （e ） ：FOV　16× 16cm，Matrix　256× 160，
ス ラ イ ス 厚み 2mm，ス ラ イ ス ギ ャ ッ プ emm ，Extermity　 Coil．　 2 ．三 次元画像処理 　上記 の 爵i像デ

ー
タ 中で 最

も三 次元画像処理 に 適 した シーケ ン ス を決定後，ス ライ ス ギ ャ ッ プ をOm皿 と し，ボ ラ ン テ ィ ア の 矢状断面撮

像 を行 っ た 。 こ の 画像デ
ー

タ を ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン に 転送 し，ボ リ ュ
ー

ム レ ン ダ リ ン グ法 に よる膝 関節 の 三

次元画像構築を行 っ た 。
セ グ メ ン テ ーシ ョ ン （領域抽 出）の 部位は ，主 に半月板，前十 字靭帯，後十字靭帯，

骨 で 抽 出作業 は 拡 張領 域抽出法（3D　Paintbrush），手動抽出等に よ り行 っ た 。 使用 MR 装置 ； SIGNA　Horizon
1．5T （GE社製 ）　 三 次元 画像 処理 装置 ： Advantage　Windows　RP　ver ．2．0 （GE社製 ）

【結 　果 ］　 1．撮 像条件 の 決定　セ グメ ンテ ーシ ョ ン を行 う場 合対象部位が 出来る だ け均一
な濃度 で，しか

も周 辺組織と全周 に渡 っ て 信号差 が あ る程度以 上必要で あ る 。 また，画像の ボケ も少 な く空 間分解能に優れ

て い る もの が 良 い 。 （a ）〜 （h）を比較検討 し た結果，（e ）SE　PDI（1800／20）　 が 最 も適 し た シ
ー

ケ ン ス と 考 えら

れ た 。 　 2 ．三 次元 画像処理 　三 次 元 画像 処理 用 の 撮像 条件 は ，SE　PDI（1800／13），FOV　16× 16cm，Matrix　256
x192 〜256，ス ライ ス 厚み 2mm ，ス ラ イ ス ギ ャ ッ プ Omne　 i ス ラ イ ス 枚数40〜45枚，L5NEX ，　 Exter皿 ity　Co　i　l．撮
像時間約 8〜12分 と した 。

　 3D 画 像処理 は Advantage　 Windows の 「3D モ
ー

ド」を用 い ，表示 した い

部位 を予 め セ グ メ ン ト化 し，最後 に そ れ ぞ れ の 部位 を合成表示 す る 手法 で 行
っ た 。 セ グメ ン テ

ー
シ ョ ン 操作は ，半月板，靭帯，骨す べ て に お い て ，半 自

動の 3D　Paintbrushの み で 行 う こ とは困難 で， 2DPaintbrushや手動 に よ る

領域 抽出 を必要 と した 。 両半月板 の み の 画像処理時間は約 10分 。 両半月板，

前十字靭帯，後十字靭帯，骨 （大腿骨，膝蓋骨，脛骨，腓骨 ）をすべ て 抽出

した 場合 の 画像処理 時間は約30〜40分で あ っ た 。 Fig．1 に 正常ボ ラ ン テ ィ ァ

の 三 次元画像作成例を示す Q

【考 　察 】　 三 次 元表 示 を行 う こ と に よ り，靭帯 や半月板 を含 め た 膝 関節 の

構造 をあ ら ゆ る角度か ら観察す る こ とが可能 とな っ た 。 骨 と半月板や靭帯 と

の 位 置関 係 が 立 体 的 に観察可能 と な り，臨床現場 に お い て も有用 で あ る と考

え られ た。 こ れ ま で 半 月板や靭帯 も含 めた膝 関節 の 三 次元表 示 は発 表 され た

こ とが 無 く，こ の 報告が 初め て で あ る と思わ れ る 。 X線一CTで

は ， 骨の 三 次元表 示 は容易 に 行 う こ とが出来 るが，靭 帯 や半

月板 を 3D 表示 す る こ と は 困 難で あ る 。 こ の 点 MRは 軟部 組織
の 識 別 に 優 れ，特 に 半月板等 の 軟骨 も描 出 が 可 能で ある 。 こ

の こ とは ，他の モ ダ リテ ィ
ーで は 困難で あ っ た肋軟骨や耳 介，

鼻骨 等の 軟 骨 の 三 次元表示 の 可能性 を示 唆す るも の で ，形成

外科領域 の 手術 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 等 の 臨床 に も適用 が 可能 と

考え ら れ る 。

Fig．1　正常ボ ラ ン テ ィ ア の

　　　　　　　　膝関節三 次元画 像
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